
　伊東NC工業は、自動車のエンジンやトランスミッションに使
われる部品の開発・製造や、半導体製造装置の部品加工など
に携わるメーカーだ。中でも手がける機会が多いのは、次世代
自動車の中核となるユニットの試作部品である。
　試作品の開発・製造には、大量生産とはまったく違う難しさ
があると、代表取締役の伊東大輔氏は語る。
　「私たちがつくるのは、世の中に存在していない部品が中心。
形状や素材が新しいため、これまでのノウハウが通用しないこ
とはよくあります。また、設計図通りに製造するうちに問題点が
浮かび上がり、発注元と連携しながら手直しをするケースも珍
しくありません。そうした中、知恵を絞ってやり方を工夫し、テス
トを繰り返して完成形に近づける作業には苦労も多いですが、
やりがいも大きいのです」（伊東大輔氏）
　工場内には、1メートルを超える金属も加工できる大型マシ
ニングセンターなど、先端の工作機械がズラリ。そして、社員の
技術力の高さにも自信を持っていると、昨年8月まで同社を率
いていた会長の伊東歌津己氏は胸を張る。
　「当社は約40年間、試作品づくりを続けてきました。中には、

頭を抱えるほど大変な製品もありましたね。でも当社のポリ
シーは、どんな難題でも断らないこと。難易度の高い製品を完
成させることで技術が蓄積できるし、お客さまからの信頼も得
られると考えているのです」（会長 伊東歌津己氏）

　伊東NC工業は2018年、歌津己氏から大輔氏に代替わりし
た。技術力を磨いて顧客のどんな要望にも応えるという基本姿
勢はこれまでと変わらないが、大輔氏は組織力を高めることで
さらなるパワーアップを目指している。現在目指しているのは、
「横」と「縦」の両面における組織強化だ。
　「『横』とは、各自がどんな知識を持ち、どんな狙いで担当プロ
ジェクトを進めているのか共有すること。そして『縦』とは、ベテ
ランから次世代に技術を継承することです。中でも急務なのは
後者で、定年近い技術者が蓄積してきた膨大なノウハウを、若
手に効率よく教える必要があります」（大輔氏）
　そこで伊東NC工業では、タブレット端末の導入などによって
情報共有を進めている。
　「昔気質の職人は『技術は先輩から盗め』という環境で育っ
てきました。そのため、高い技術を持っていても、それを人に教

自動車向け部品の試作を手がける

ベテランのノウハウを若手に継承

「うちがやらずに誰がやる」の精神

しく職場の核となる若手の中間管理職に、組織を束ねるため
の知識を学んでもらおうというわけです」（大輔氏）
　今後も伊東NC工業は、組織を整備して技術力を伸ばす方
針。その原動力が、「うちがやらずに誰がやる」の精神だ。
　「次世代自動車の中核部品などの重要なプロジェクトを任さ
れるのは、本当にうれしい。お客さまから『困った時は、伊東NC
工業に頼めば何とかしてくれる』と評価していただけることも
多く、こちらとしても意気に感じます。
　企業には社会貢献が不可欠だというのが先代の教え。私も
世の中から受けた恩を返すため、従業員が働きやすい環境を
整えながら、精一杯いい仕事をしたいですね」（大輔氏）
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精度の高い試作品を短納期で製造するため、先端
の工作機械を多数導入している

タブレット端末で情報を共有。ベテランでも簡単に
使えるよう、操作しやすい仕組みにした

4～6人程度のメンバーが適宜集まり、ものづくりに
関する意見交換をする機会が多い

成長できる職場を目指す

今後もデジタルツール
の導入などを通じて技
術や知識の共有などを
進め、社員が仕事を通じ
て成長できる環境を整
えていきたいと考えてい
ます。

［会社概要］
代　表：代表取締役　伊東 大輔 氏
業　種：自動車用部品の開発・製造、半導体製造装置の部品

加工など
資本金：1000万円
従業員：25名（2018年12月現在）
所在地：東京都武蔵村山市伊奈平2-70 -1
T E L ：042-560 -8415　FA X：042-560 -9675
ht tp://www.ito -nc .com/

今年度は公社功労賞を受賞。世代交代後も引き継がれる「挑
戦」の社風は、時代を先取りした最新設備への投資に繋がって
います。一方で、機械は所詮道具、使う人の技術こそ大事とい
う信念から、新社長はタブレットを使った技術の継承に乗り出
しました。若い力を結集し挑戦を続ける当社に今後も寄り添っ
て支援していきます。              （多摩支社　畠野あゆみ）

取材後記

えるのが上手ではないのです。そこで、作業に必要な情報を
『セットアップシート』という枠組みに記録させてタブレット端
末上で共有することで、ベテランのノウハウを若手が利用でき
るように工夫しました」（大輔氏）
　「当社では各チームのメンバーが頻繁に集まり、ものづくり
に関する意見交換をしています。20～30代の若手にとっては、
こういう場でベテランの仕事のやり方やモノの考え方を目の当
たりにすることが、学びになっているのではないでしょうか。一
方、ベテラン側も若手の柔軟な発想に触れて、刺激を受けてい
るようです」（歌津己氏）

　社内の組織力アップのため伊東NC工業が熱心に取り組ん
でいるのは、中間管理職に対する教育だ。大輔氏は代表取締
役就任後、外部から講師を招いて中間管理職に必要なスキル
や果たすべき役割などを学ばせているという。
　「職人はつい、自分の仕事に没頭しがち。社員数が少なかっ
た頃は、経営者と従業員、あるいは従業員同士の距離が近
かったので問題はなかったのですが、経営規模が大きくなるに
つれて意思疎通や情報共有が難しくなってきました。そこで新

現代表取締役の伊東大輔氏（左）は40歳で、会長の伊東歌津己氏（右）は
75歳。次世代への技術継承と若手による社内改革が、伊東NC工業にとっ
て大きなテーマだ
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